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小出治都子（立命館大学アート・リサーチセンター客員研究員） 

「子ども用化粧品（キッズコスメ）の文化史 ―衛生から嗜好性へ―」 

 

【はじめに】 

 ・本研究の目的 

 

【1.子ども向け化粧品の誕生】 

・レートジュニアクリーム(平尾賛平商店) 

・クラブラブクリーム(中山太陽堂)  

・ティーンズ化粧品、シュラルー(資生堂) 

・ウテナお子さまクリーム(ウテナ) 

 

＊クリームを中心に、肌をきれいに整える「衛生」を重視したスキンケア商品が主流となってい

る。 

＊平尾賛平商店、資生堂、中山太陽堂は、10代の少女向けに発売している。 

＊ウテナお子さまクリームは、幼稚園児でも使えるようにと発売された。ただし、『週刊マーガ

レット』に掲載されたマンガ広告では、10代の少女が主人公となっている。 

 

【2.1970年代・1980年代の子ども向け化粧品】 

 ・1970年代から10代の少女向け雑誌が多数刊行される。 

  →本研究の対象雑誌：『プチセブン』(小学館：1978-2002) 

 

＊肌を整え、ニキビのなくすことを謳ったスキンケア商品が多いが、マニキュアやリップなどの

ポイントメイク商品も発売されるようになる。→「衛生」から「おしゃれ」という嗜好性へ。 

＊少女向けアニメの登場、同年代のアイドルへの憧れ、占いの流行などの影響によって、変身願

望をもつ。 

 

【3.1990年代・2000年代の子ども向け化粧品】 

 ・1990年代後半から、対象年齢の低年齢化。 

 ・10代前半の子ども向け雑誌が多数創刊。 

 ・学年別学習雑誌の『小学六年生』(小学館)でも、化粧記事が登場。 

→対象雑誌：『ピチレモン』(学習研究社：1986-)、『nicola』(新潮社：1997-) 

 

＊依然として「おしゃれ」が重視されているものの、男性からの視線を要因としたものではなく、

同性からどのようにみられるかを意識するようになった。 

＊「おしゃれ障害」という言葉が作られるほど、子どもにとって化粧を含めた「おしゃれ」は嗜
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好性重視ではなく、団体生活を送るための必須条件となっている。 

 

【おわりに】 

・現段階での研究のまとめ 

・今後の課題 
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